
科　　　目 担当者 単位数 備　　考 科　　　目 担当者 単位数 備　　考

哲学史 細川 2 時事英語 砂田 2

法と社会 桑山 2 経済と社会 長野 2

基礎数理 林 2 くらしと人権 桑山 2

くらしとｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 坂井 2 自然のしくみ 林 2

〇 自動車数理 古川 2

○ 自動車の要素 吉島 2 ○ ガソリンエンジン 吉島 2

〇 エンジン本体 田﨑 2 〇 ジーゼルエンジン 田﨑 2

〇 基礎自動車電装 前田 2

〇 エンジン電装 田﨑 2

〇 シャシ構造（１） 古川 2 〇 シャシ構造（２） 古川 2

自動車と環境政策 長野 2

品質管理手法概論 吉島 2

損害保険論 桑山 2

○ 自動車メーカー技術論 伊藤 2

車体整備 菅沼・前田・舘 1

ﾓｰﾀｰｻｲｸﾙ入門 伊藤・野尻 1

情報リテラシー 林 1

二輪レース特論 島田 1 ＊ 二輪レース特論 島田 1 ＊

インターンシップ 伊藤 1 ※ インターンシップ 伊藤 1 ※

〇 実験実習　ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ 田﨑・伊藤・大坪 2 〇 実験実習　ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ 菅沼・山田・大坪 2

〇 実験実習　シャシ(１) 逸見 2 〇 実験実習　シャシ(１) 逸見 2

〇 実験実習　電装 野尻 2 〇 実験実習　電装 野尻 2

〇 実験実習　機械工作 舘 2 〇 実験実習　機械工作 舘 2

備考  　：四年制大学編入学希望の学生は、「時事英語」を履修すること。 ○ 　：必修科目
※：集中・課外授業を含む。

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ特論
（二輪部門）

島田 1 ※

＊：「二輪レース特論」は、全日本選手権（ＭＦＪ主催）又はこれに
　　準ずる競技に参戦している者に対して単位認定を行う。

長野・林 1 通年科目

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ特論
（四輪部門）

下洞 1 ※

伊藤 1 通年科目

○ ビジネス実務Ⅱ 長野・林 － 通年科目 ○ ビジネス実務Ⅱ

令和３年度　自動車工学科開講表(１年)

前　　　　　　　　期 後　　　　　　　　期

○ ビジネス実務Ⅰ 伊藤 － 通年科目 ○ ビジネス実務Ⅰ
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1 年 次



　コロナ禍で見えたものの一つは我々が考えている以上に世界のグローバル化が進んでいることである。旅行やビジネス出張、留学、

就労等で人々の往来が格段に増えただけではなく、インターネット等のマスメディアを通じ、海外の様々な情報がリアルタイムで

入ってくる。

　グローバル化の流れはポストコロナでますます加速化していくと思われ、外国語能力、特に世界共通言語ともいえる英語力の向上

が一層叫ばれている。ただし、いわゆる「学校英語」だけでは、社会に出ても英語を学び続けるモチベーションにつながりにくく、

グローバル社会を生き抜く社会人となるための最終準備段階である大学での学びは自ずと視点を変える必要があろう。

　授業の中で私の海外駐在で得た経験や出張等で訪れた数々の国の人たちとの交流を通じて学んだことをできる限りお話しつつ、外

国人のものの考え方のバックグラウンドとなる外国の文化や生活習慣等の基本を学び、その違いを理解することで、お互いを尊重し、

今後外国人とのコミュニケーションを通じて積極的な発信につなげることを期待している。

　英語に限らず、言葉はコミュニケーションのための手段にすぎないが、相手をより深く理解する、自分をもっと理解してもらうた

めには必須である。英語を学びたいという意欲が芽生えてくれば、あとは様々な機会や英語学習教材等を通じていくらでも上達する

と確信している。
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

法 と 社 会 ASST1-03-DP4 ２ 選択 桑山 昌己 

 

【到達目標】 

（１）法というものに対する基本的な理解を深める。 

（２）法の体系を理解する。 

（３）法を守ることへの意識を確立する。 

 

【学習内容】 

人間は社会的動物であり、社会を離れては少しも生きていけない。そして、この社会なるものを円滑に維持して行く役割を大きく

果たしているのが「法」である。私たちは、法から離れてはくらせないものであると言えよう。 

しかし、この法を自分の自由を制限するだけの厄介なものと見るか、はたまた自分の幸福を守ってくれる頼もしい存在と見るかは

法に対する理解の仕方にかかっていると言えるだろう。本講座では受講生諸君が法に対して少しでも後者的見方ができるよう講義す

るつもりである。 

なお、本講座はいわゆる「総論」である。この総論で法の魅力を味わった学生諸君には「くらしと人権」の履修を是非ともお薦め

したい。そうすれば法の体系的理解が得られるであろう。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 社会とは何か？ 「人間は社会的動物である」と言われる理由。 2.0 2.0 

２ 社会規範とは何か？ 社会規範にはどんなものがあるのか。 2.0 2.0 

３ 道徳規範とは何か？ 道徳とは何か。法規範とはどう違うのか？ 1.0 3.0 

４ 宗教規範とは何か？ 宗教の教義の特殊性はどこにあるのか？ 1.0 3.0 

５ 習俗・慣習とは何か？ 特に道徳規範とはどう違っているのか？ 1.0 3.0 

６ 法とは何かⅠ 社会規範に占める法の役割。 1.0 3.0 

７ 法とは何かⅡ 他の社会規範との最大の相違点。 1.0 3.0 

８ 法の目的Ⅰ 秩序の維持。 2.0 2.0 

９ 法の目的Ⅱ 正義の実現 2.0 2.0 

10 法の種類 法から法律へ。法律の体系。 1.0 3.0 

11 くらしと法律 民法 2.0 2.0 

12 犯罪と法律 刑法 2.0 2.0 

13 企業と法律 商法、独占禁止法 2.0 2.0 

14 国際間の法律 国際法 2.0 2.0 

15 新しい法学 医事法、情報・メディアに関する法律 1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・定期試験成績＝80％、受講態度＝20％ 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しない。適宜プリントを配付する。 

 

【参考書】 

・六法全書 

 

【オフィスアワー】 

・毎週水曜日 16時 15 分～17 時 1 号館 2 階第 2 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・前週の講義の終わりに次回の講義の概略を示すので、インターネット、図書館などで用語の意味を把握する程度の予習を行うこと。 

・毎回、講義の冒頭には時事問題に関する簡単な法的解説を行うので、前日・当日の新聞・テレビ報道などに触れておくこと。 

・講義終了後、質疑応答を行う。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

く ら し と 人 権 ASST2-03-DP4 ２ 選択 桑山 昌己 

 

【到達目標】 

（１）憲法の重要性についての理解を深める。 

（２）憲法の人権規定についての知識を得る。 

（３）人権の重要性についての理解を深める。 

 

【学習内容】 

すべての法律の源である日本国憲法全 103 条は、基本的人権の保障の規定と統治の組織に関する規定との二つに分けられる。 

本講座では、その中の特に前者に重点を置いて講義する。 

基本的人権とは、人が人らしく暮らしていくうえで必要不可欠な権利のことである。従って、この講座で学ぶことは諸君のこれか

らの人生において少なからず役立つことであろう。 

なお、特に「法と社会」を受講した諸君には、その各論的色彩を持つ本講座の受講を望みたい。 

体系的な学問に触れられることのできる本学の大学としてのメリットを大いに享受してもらいたいと思うのである。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 憲法の歴史的成り立ちⅠ 中世社会と近代社会の違い 3.0 1.0 

２ 憲法の歴史的成り立ちⅡ 世界史的な憲法の誕生 2.0 2.0 

３ 日本国憲法の成り立ちⅠ 大日本憲法の誕生と内容 2.0 2.0 

４ 日本国憲法の成り立ちⅡ 日本国憲法の誕生過程 3.0 1.0 

５ 憲法の構成 日本国憲法の構成の概略 1.0 3.0 

６ 人権とは何か？ 憲法の規定する人権の意味と意義の概略 1.0 3.0 

７ 外国人は「人」じゃない？ 
（特に在日）外国人に対しどこまで保障がおよぶ

か？ 
2.0 2.0 

８ 
規制大国ニッポン「おもちゃまで規

制？」 

憲法 13 条幸福追求権と「おもちゃ狩り訴訟」 
1.0 3.0 

９ 
裁判官が冷血動物って？とんでもな

い！ 

憲法 14 条平等権と「刑法 200 条尊属殺規定違憲判

決」 
1.0 3.0 

10 君、「赤紙」が来たら戦争に行きますか？ 平和的生存権、戦争の放棄 2.0 2.0 

11 「オウム真理教！」 憲法 20 条信教の自由とオウム真理教 2.0 2.0 

12 「ポルノ！」 憲法 21 条表現の自由とワイセツ物 2.0 2.0 

13 「死刑！」 死刑制度の是非と裁判員制度 1.0 3.0 

14 「パーマ禁止、制服、バイク三ない運動」 憲法 26 条教育を受ける権利と学校規則 1.0 3.0 

15 ちゃんと選挙、行けよ！ 参政権の意義と現代的問題点 1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・定期試験点数＝80％、受講態度＝20％ 

 

【教科書・配付資料】 

・特に使用しない。適宜プリントを配付する。 

 

【参考書】 

・六法全書 

 

【オフィスアワー】 

・毎週水曜日 16時 20 分～17 時 1 号館 2 階第 2 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・前週の終わりに次回の講義テーマの概略を示すので、インターネット、図書館などで用語の意味を把握する程度の予習を行うこと。 

・毎回、講義の冒頭には時事問題に関する簡単な法的解説を行うので前日・当日の新聞、テレビ報道などに触れておくこと。 

・講義終了後、教室にて質疑応答を行う。  
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 米国のトランプ前大統領は「Fake news!（ウソのニュースだ！）」と連発していた。確かに、米中貿易戦争を訴えたトランプ氏本

人の発言も含めて、経済問題についてはウソのニュースがあふれている。その理由は、きちんとしたトレーニングをつまずに「常

識」で考えれば、たとえどんなに頭のいい人でも、経済問題に関して全く的外れな判断をしてしまうからだ。

 そうした間違いがただの笑い話で済めばよい。だが、間違った考えに基づいて間違った政策が行われ、我々の日々の暮らし、さら

には世界情勢にさまざまな悪影響が及ぶこともある。

　この講義では、誤った「常識」を取り上げ、経済学の基本的な発想をできる限りわかりやすく伝えていきたい。
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1 年 次



 米国のトランプ前大統領は「Fake news!（ウソのニュースだ！）」と連発していた。確かに、米中貿易戦争を訴えたトランプ氏本

人の発言も含めて、経済問題についてはウソのニュースがあふれている。その理由は、きちんとしたトレーニングをつまずに「常

識」で考えれば、たとえどんなに頭のいい人でも、経済問題に関して全く的外れな判断をしてしまうからだ。

 そうした間違いがただの笑い話で済めばよい。だが、間違った考えに基づいて間違った政策が行われ、我々の日々の暮らし、さら

には世界情勢にさまざまな悪影響が及ぶこともある。

　この講義では、誤った「常識」を取り上げ、経済学の基本的な発想をできる限りわかりやすく伝えていきたい。

自動車工学を学ぶにあたり、基礎となる計算ならびに基本的な力学の考え方を中心とした講義を行う。メカニックとして必要とされ

る計算および基本的な考え方を身に付け、専門科目を学ぶ前提となる知識を身に付ける。計算に苦手意識のある学生や、高校で物理

や機械系科目を履修していない学生を念頭に授業を行う。
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　この私たちの暮らす自然（宇宙）には法則があり、それに従って私たちは暮らし、技術を発展させてきた。ものは何からできてい

るのか。ボールを投げるとなぜ地面に落ちるのか。そういう身近なところの疑問を人間は考え、その法則を科学としてまとめてきた。

前半は基礎となる考え方を学ぶ。後半には現代物理学と呼ばれる原子などのミクロな（小さな）世界、宇宙などを取り扱う。現代物

理学は私たちの感覚とは異なる世界が広がっていることを感じてほしい。
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1 年 次



　この私たちの暮らす自然（宇宙）には法則があり、それに従って私たちは暮らし、技術を発展させてきた。ものは何からできてい

るのか。ボールを投げるとなぜ地面に落ちるのか。そういう身近なところの疑問を人間は考え、その法則を科学としてまとめてきた。

前半は基礎となる考え方を学ぶ。後半には現代物理学と呼ばれる原子などのミクロな（小さな）世界、宇宙などを取り扱う。現代物

理学は私たちの感覚とは異なる世界が広がっていることを感じてほしい。

　電気は随分と便利なものであるが、ひとたび取り扱いを間違えると火災の原因にもなる怖いものである。目に見えないだけに余

計に厄介でもあるが、電気をより安全にかつ経済的に使うために、身の回りの電気に関する知識を是非とも身につけておいて欲し

いものである。

　本講義では、どうやって電気が発電所で生まれ家庭まで届くのか、また家庭や会社で使用されている電化製品のしくみはどう

か、あるいは地上波デジタル放送テレビやＤＶＤプレーヤといった身近なマルチメディアの動作原理、そして先端技術までを幅広

く解説する。

・定期試験成績を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴講に集中していたか・

板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 数 理 BMRT1-01-DP2 ２ 必修 古川 洋一*1 

 

【到達目標】 

（１）自動車技術に関係する単位の意味を理解する。 

（２）自動車に関する各種の計算問題が確実に解ける。 

（３）出題の変化にも対応できる応用力を身に付ける。 

 

【学習内容】 

一般的に工業技術といってもさまざまな専門分野が存在する。しかし、そのどれをとっても共通して「数学的」及び「物理的」知

識を基にした「計算」が必ず付随してくる。これは自動車工学に関しても決して例外ではない。 

本講義は、自動車工学に必要な各種計算方法の基礎を学ぶ。今までに学んできた数学や物理の知識を基礎に、自動車における実際

の各事象を想定した例を通して、答を導き出していく。ただし、受講にあたり高度な計算手法を要求するわけではなく、通常の四則

演算に一元一次方程式等が確実に計算でき、文章や図及びグラフから正確に数値を読み取ることができれば充分であり、肝心なこと

はそれらを自動車の各事象に、的確に応用することである。整備士の国家資格取得にも必要となる内容であるため、あきらめること

なく確実に習得しなければならない。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 導入 計算の必要性 基本的な換算、各諸元の記号への置き換え 2.0 2.0 

２ 主要単位 各主要単位の表記方法、意味 2.0 2.0 

３ 走行性能に関する計算 1 速度、加速度、軸トルク及び駆動力 0.0 4.0 

４ 走行性能に関する計算 2 駆動力とエンジン軸トルク及び変速比の関係 0.0 4.0 

５ 走行性能に関する計算 3 
走行抵抗の種類と影響を与える要素 

エンジン軸出力と駆動力の関係 
0.0 4.0 

６ 変速 1 変速比の求め方、実際のギヤによる伝達 0.0 4.0 

７ 変速 2 変速機による変速の計算 特殊な歯車による変速 0.0 4.0 

８ 荷重計算 1 各用語の意味 基本問題の計算 0.0 4.0 

９ 荷重計算 2 レッカー問題、重心問題 0.0 4.0 

10 荷重計算 3 手順の確認と確立 複合問題に対する対応 0.0 4.0 

11 圧力に関する計算 圧力と力及び面積との関係 荷重計算との複合 0.0 4.0 

12 エンジン性能曲線図 性能曲線の見方、軸出力及び燃料消費量の計算 0.0 4.0 

13 シャシ性能曲線図 
エンジン及び駆動軸回転速度の計算 

駆動軸トルク及び駆動力の計算 
0.0 4.0 

14 仕事量と仕事率 エンジン軸出力と駆動力の関係 0.0 4.0 

15 トルク・コンバータに関する計算 速度比、トルク比及び伝達効率 0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間及び定期試験の点数に受講態度を加えて総合的に評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・計算問題を解くノウハウ     整研出版社 

 

【参考書】 

・適宜、練習問題を配付する。 

 

【オフィスアワー】 

・授業時間以外は、1 号館 1 階職員室もしくは 1号館 2階第 11 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・授業、試験共に計算機の使用を認めるが、使用できる計算機は以下のものとする。 

（１）文字の入力および記憶機能がないものであること。 

（２）通信機能がないものであること。 

・中間試験の答案は、次回の授業時に返却する。 
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1 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 数 理 BMRT1-01-DP2 ２ 必修 古川 洋一*1 

 

【到達目標】 

（１）自動車技術に関係する単位の意味を理解する。 

（２）自動車に関する各種の計算問題が確実に解ける。 

（３）出題の変化にも対応できる応用力を身に付ける。 

 

【学習内容】 

一般的に工業技術といってもさまざまな専門分野が存在する。しかし、そのどれをとっても共通して「数学的」及び「物理的」知

識を基にした「計算」が必ず付随してくる。これは自動車工学に関しても決して例外ではない。 

本講義は、自動車工学に必要な各種計算方法の基礎を学ぶ。今までに学んできた数学や物理の知識を基礎に、自動車における実際

の各事象を想定した例を通して、答を導き出していく。ただし、受講にあたり高度な計算手法を要求するわけではなく、通常の四則

演算に一元一次方程式等が確実に計算でき、文章や図及びグラフから正確に数値を読み取ることができれば充分であり、肝心なこと

はそれらを自動車の各事象に、的確に応用することである。整備士の国家資格取得にも必要となる内容であるため、あきらめること

なく確実に習得しなければならない。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 導入 計算の必要性 基本的な換算、各諸元の記号への置き換え 2.0 2.0 

２ 主要単位 各主要単位の表記方法、意味 2.0 2.0 

３ 走行性能に関する計算 1 速度、加速度、軸トルク及び駆動力 0.0 4.0 

４ 走行性能に関する計算 2 駆動力とエンジン軸トルク及び変速比の関係 0.0 4.0 

５ 走行性能に関する計算 3 
走行抵抗の種類と影響を与える要素 

エンジン軸出力と駆動力の関係 
0.0 4.0 

６ 変速 1 変速比の求め方、実際のギヤによる伝達 0.0 4.0 

７ 変速 2 変速機による変速の計算 特殊な歯車による変速 0.0 4.0 

８ 荷重計算 1 各用語の意味 基本問題の計算 0.0 4.0 

９ 荷重計算 2 レッカー問題、重心問題 0.0 4.0 

10 荷重計算 3 手順の確認と確立 複合問題に対する対応 0.0 4.0 

11 圧力に関する計算 圧力と力及び面積との関係 荷重計算との複合 0.0 4.0 

12 エンジン性能曲線図 性能曲線の見方、軸出力及び燃料消費量の計算 0.0 4.0 

13 シャシ性能曲線図 
エンジン及び駆動軸回転速度の計算 

駆動軸トルク及び駆動力の計算 
0.0 4.0 

14 仕事量と仕事率 エンジン軸出力と駆動力の関係 0.0 4.0 

15 トルク・コンバータに関する計算 速度比、トルク比及び伝達効率 0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間及び定期試験の点数に受講態度を加えて総合的に評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・計算問題を解くノウハウ     整研出版社 

 

【参考書】 

・適宜、練習問題を配付する。 

 

【オフィスアワー】 

・授業時間以外は、1 号館 1 階職員室もしくは 1号館 2階第 11 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・授業、試験共に計算機の使用を認めるが、使用できる計算機は以下のものとする。 

（１）文字の入力および記憶機能がないものであること。 

（２）通信機能がないものであること。 

・中間試験の答案は、次回の授業時に返却する。 

  

　エンジンとは、広義の機関、発動機、原動機を意味し、何らかのエネルギーを機械的動きに変換する装置のことです。その中で

も特に熱エネルギーを機械的動きに変換する装置を熱機関と呼び、ほとんどの自動車の心臓部がそれに当たります。近年、自動車

の心臓部は、電気モーターとエンジンを使ったハイブリッド車、電気だけで走行するEV車、燃料を燃やさずにエネルギーを取り出

す燃料電池車が進歩を遂げています。

　しかし、100年以上続いた熱機関を抜きに現在の自動車を理解することはできません。ここでは､ガソリン･エンジンとジーゼル・

エンジンを通して基本的な構造を学習してもらいます。
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1 年 次



　エンジンは車の心臓部に当たる。このエンジンをうまく作動させるために各装置があり，これらについて学んでもらう。各項
目を概観すると，エンジンをオイルで潤滑しなければエンジンはすぐに焼き付いてしまう。これが潤滑装置である。人は，体温
を一定にしないと病気になるように，エンジンも温度を常に一定にしなければいけない。その装置が冷却装置である。人は呼吸
するように，エンジンも呼吸するための装置が吸排気装置である。さらに，たくさんの空気を取り入れる装置としてターボ・チ
ャージャとスーパ・チャージャがある。燃料は，ガソリンとＬＰＧがあり，ＬＰＧを用いてエンジンを動かす装置をＬＰＧ燃料
装置といい，ガソリンを燃料とした場合，現在は，コンピュータ制御された電子制御装置が用いられている。排出ガスは人体に
有害な成分を含んでいるため，それらを浄化するための排出ガス浄化装置がついている。さらに燃料であるガソリンの性質と潤
滑剤であるエンジンオイルについて基本的な内容について学んでもらう。
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1 年 次



　エンジンは車の心臓部に当たる。このエンジンをうまく作動させるために各装置があり，これらについて学んでもらう。各項
目を概観すると，エンジンをオイルで潤滑しなければエンジンはすぐに焼き付いてしまう。これが潤滑装置である。人は，体温
を一定にしないと病気になるように，エンジンも温度を常に一定にしなければいけない。その装置が冷却装置である。人は呼吸
するように，エンジンも呼吸するための装置が吸排気装置である。さらに，たくさんの空気を取り入れる装置としてターボ・チ
ャージャとスーパ・チャージャがある。燃料は，ガソリンとＬＰＧがあり，ＬＰＧを用いてエンジンを動かす装置をＬＰＧ燃料
装置といい，ガソリンを燃料とした場合，現在は，コンピュータ制御された電子制御装置が用いられている。排出ガスは人体に
有害な成分を含んでいるため，それらを浄化するための排出ガス浄化装置がついている。さらに燃料であるガソリンの性質と潤
滑剤であるエンジンオイルについて基本的な内容について学んでもらう。

　ジーゼル・エンジンはガソリン・エンジンと比べると燃料消費量が少ない経済的な内燃機関で、しかも二酸化炭素の排出量が少

ないクリーンなエンジンとして、トラック・バスをはじめＲＶ車や商用車及び乗用車、さらに工業用重機、鉄道、船舶、発電機な

ど幅広く使用されています。これは、ガソリン・エンジンと違った燃焼状態によるもので、燃料が動力に変わる効率（熱効率）高

いため、大排気量のエンジンに適しています。

　一時期、ジーゼル・エンジンは環境の敵として扱われ、汚い、うるさい、黒い煙を吐くなどと嫌われた時期がありました。

しかし、近年の技術革新に伴い、最もクリーンで経済的なエンジンに生まれ変わりました。さらに、石油燃料以外のバイオ燃料

（廃食料油、植物油）や海底に多く眠っていると言われるメタン・ハイドレートなどが使用でき、さらなる二酸化炭素の削減にも

貢献できます。こうしたジーゼル・エンジンの原理を理解し、燃料装置のメカニズムを学習してもらいます。
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1 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

基 礎 自 動 車 電 装 BLRT1-03-DP2 ２ 必修 前田 茂*1 

 

【到達目標】 

（１）電気の基本が分かり，オームの法則，電力等の計算ができる。 

（２）自動車用バッテリの構造・機能等を理解する。 

（３）二級自動車整備士国家試験問題に対応できる電気の基礎知識を習得する。 

 

【学習内容】 

自動車には電気の力が必要不可欠なものである。エンジン始動時のステータ・モータから始まり，燃料を噴射する装置，燃料を点

火する装置とエンジンを駆動するだけでも電気を必要とする。エンジン以外では，灯火装置，オーディオ，ワイパーなど，さまざま

な電気装置が装備されている。また，近年では各装置の高度な電子制御化が進んでおり，現在の自動車は電気をなくしては語れない

ものとなっている。このように，自動車の整備を学ぶにあたって，電気に関する分野は極めて重要な項目である。 

本講義では，一般的な電気の基礎や法則を解説し，それを応用した自動車に装備されている電装品を例にとりながら，その理論と

仕組みを理解してもらう。また，二級整備士の資格を取得する上で電気の計算は非常に重要になるので，その基本的な計算方法やそ

の応用を習得します。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 概要 電気とは何か、電流の三作用 pp79-90 基礎工学 2.0 2.0 

２ 電気の基礎知識 電流、電圧、電源と起電力 pp80-81 基礎工学 2.0 2.0 

３ 直流と交流 直流と交流、電気抵抗 pp81-82 基礎工学 2.0 2.0 

４ 電気回路とオームの法則 電気回路、オームの法則 pp82-84 基礎工学 2.0 2.0 

５ 電気抵抗と合成抵抗の計算① 直列・並列接続の合成抵抗 pp84-85 基礎工学 2.0 2.0 

６ 合成抵抗の計算② 複合回路の合成抵抗 2.0 2.0 

７ オームの法則による直列回路の計算 直列回路の電流、電圧、抵抗 p84 基礎工学 2.0 2.0 

８ オームの法則による並列回路の計算 並列回路の電流、電圧。抵抗 p85 基礎工学 2.0 2.0 

９ オームの法則による複合回路の計算 複合回路の電流、電圧。抵抗 2.0 2.0 

10 電力と熱エネルギー，電力の計算 電力と電力量 p86 2.0 2.0 

11 バッテリ① 概要、構造 pp86-87 三級，p74 二級 2.0 2.0 

12 バッテリ② 機能 pp87-89 三級 2.0 2.0 

13 バッテリ③ 機能 pp74-78 二級 2.0 2.0 

14 バッテリ④ 整備 pp90-92 三級，p78 二級 2.0 2.0 

15 まとめ 導体、不導体、半導体 p87 2.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・毎回の講義修了時に復習テストを行い，講義内容の理解度を評価する。 

・中間試験，定期試験，復習テストの結果より 80％，受講態度で 20％の合計で成績の評価を行う。 

 

【教科書・配付資料】 

・三級自動車ガソリン・エンジン   日本自動車整備振興会連合会 

・二級ガソリン自動車エンジン編   日本自動車整備振興会連合会 

・基礎自動車工学          日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・自動車整備士試験問題解説（２・３級ガソリン編）   精文館 

 

【オフィスアワー】 

・月～金曜日 １６：１０～１７：００ テクニカルセンター２階研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・復習テストの答案は返却する。中間試験については、次の授業の際に答案を返却し解説を行う。 
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1 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

基 礎 自 動 車 電 装 BLRT1-03-DP2 ２ 必修 前田 茂*1 

 

【到達目標】 

（１）電気の基本が分かり，オームの法則，電力等の計算ができる。 

（２）自動車用バッテリの構造・機能等を理解する。 

（３）二級自動車整備士国家試験問題に対応できる電気の基礎知識を習得する。 

 

【学習内容】 

自動車には電気の力が必要不可欠なものである。エンジン始動時のステータ・モータから始まり，燃料を噴射する装置，燃料を点

火する装置とエンジンを駆動するだけでも電気を必要とする。エンジン以外では，灯火装置，オーディオ，ワイパーなど，さまざま

な電気装置が装備されている。また，近年では各装置の高度な電子制御化が進んでおり，現在の自動車は電気をなくしては語れない

ものとなっている。このように，自動車の整備を学ぶにあたって，電気に関する分野は極めて重要な項目である。 

本講義では，一般的な電気の基礎や法則を解説し，それを応用した自動車に装備されている電装品を例にとりながら，その理論と

仕組みを理解してもらう。また，二級整備士の資格を取得する上で電気の計算は非常に重要になるので，その基本的な計算方法やそ

の応用を習得します。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 概要 電気とは何か、電流の三作用 pp79-90 基礎工学 2.0 2.0 

２ 電気の基礎知識 電流、電圧、電源と起電力 pp80-81 基礎工学 2.0 2.0 

３ 直流と交流 直流と交流、電気抵抗 pp81-82 基礎工学 2.0 2.0 

４ 電気回路とオームの法則 電気回路、オームの法則 pp82-84 基礎工学 2.0 2.0 

５ 電気抵抗と合成抵抗の計算① 直列・並列接続の合成抵抗 pp84-85 基礎工学 2.0 2.0 

６ 合成抵抗の計算② 複合回路の合成抵抗 2.0 2.0 

７ オームの法則による直列回路の計算 直列回路の電流、電圧、抵抗 p84 基礎工学 2.0 2.0 

８ オームの法則による並列回路の計算 並列回路の電流、電圧。抵抗 p85 基礎工学 2.0 2.0 

９ オームの法則による複合回路の計算 複合回路の電流、電圧。抵抗 2.0 2.0 

10 電力と熱エネルギー，電力の計算 電力と電力量 p86 2.0 2.0 

11 バッテリ① 概要、構造 pp86-87 三級，p74 二級 2.0 2.0 

12 バッテリ② 機能 pp87-89 三級 2.0 2.0 

13 バッテリ③ 機能 pp74-78 二級 2.0 2.0 

14 バッテリ④ 整備 pp90-92 三級，p78 二級 2.0 2.0 

15 まとめ 導体、不導体、半導体 p87 2.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・毎回の講義修了時に復習テストを行い，講義内容の理解度を評価する。 

・中間試験，定期試験，復習テストの結果より 80％，受講態度で 20％の合計で成績の評価を行う。 

 

【教科書・配付資料】 

・三級自動車ガソリン・エンジン   日本自動車整備振興会連合会 

・二級ガソリン自動車エンジン編   日本自動車整備振興会連合会 

・基礎自動車工学          日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・自動車整備士試験問題解説（２・３級ガソリン編）   精文館 

 

【オフィスアワー】 

・月～金曜日 １６：１０～１７：００ テクニカルセンター２階研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・復習テストの答案は返却する。中間試験については、次の授業の際に答案を返却し解説を行う。 

  

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

エ ン ジ ン 電 装 BLRT1-04-DP2 ２ 必修 田﨑 哲也*2 

 

【到達目標】 

（１）基本的なエンジンの電気装置が理解できる。 

（２）エンジンの電気装置について基本的な点検、整備、故障探求ができることを目指す。 

（３）自動車整備士の国家試験問題を解ける学力を目指す。 

 

【学習内容】 

エンジンは、ガソリン・エンジンと軽油で動かすジーゼル・エンジンに大別される。これらエンジンを動かすためには、電装品が

必要となるが、両者に共通の電装品と異なる電装品がある。共通の電装品として、エンジンを始動するための始動装置があり、エン

ジンを動かすために必要な電気を発生させる充電装置がある。エンジンによって異なる電装品として、ガソリン・エンジンには点火

装置があり、ジーゼル・エンジンには予熱装置がある。これらの基本的な内容について学んでもらう。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 半導体と磁力１ 電子と原子及び導体と半導体 0.0 4.0 

２ 半導体と磁力２ 半導体の種類と、その応用 0.0 4.0 

３ 半導体と磁力３ 論理回路と磁力 0.0 4.0 

４ 始動装置１ 

スタータの種類と構造（スターター・モーター、

オーバーランニング・クラッチ、マグネット・ス

イッチ） 

0.0 4.0 

５ 始動装置２ スタータの機能（回転力、始動装置の作動） 0.0 4.0 

６ 始動装置３ エンジンの始動特性及び、出力計算 0.0 4.0 

７ 始動装置４ 
スタータの点検整備（プランジャの吸引・保持・

戻り点検） 
0.0 4.0 

８ 充電装置１ 
オルタネータの構造・機能及び発電の原理（単相・

三相交流、結線方法） 
0.0 4.0 

９ 充電装置２ 整流回路と中性点ダイオード付きオルタネータ 0.0 4.0 

10 充電装置３ 
ボルテージ・レギュレータにおける出力制御とそ

の回路 
0.0 4.0 

11 充電装置４ 充電制御機能及び点検整備 0.0 4.0 

12 点火装置１ 
高電圧発生原理及び点火の基礎、ダイレクト・イ

グニッション 
0.0 4.0 

13 点火装置２ 
点火時期制御の必要性（進角と遅角）及び点火制

御装置 
0.0 4.0 

14 点火装置３ 点火プラグの構造機能及び熱価について 0.0 4.0 

15 点火装置４ 点火プラグにおける不具合現象 0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・毎週授業の重点を確認するための理解度確認問題を出す。無回答の場合には減点とする。 

・原則として中間試験結果の 50%と定期試験結果の 50％の合計と受講態度で評価を行う。 

 

【教科書・配付資料】 

・三級自動車ガソリン・エンジン  日本自動車整備振興会連合会 

・二級ガソリン自動車エンジン編  日本自動車整備振興会連合会 

・授業の際に課題プリントを配付します。 

 

【参考書】 

・新版自動車用語辞典  大須賀和美編著  精文館 

 

【オフィスアワー】 

・火～金曜日 放課後 及び担当授業時間以外 1号館１階厚生課室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・エンジンの電装品とは何かを考えること。 

・その日の授業内容における教科書を一読すること。 

・授業終了後に出された練習課題は、必ずその日の内に行うこと。 

・配付された資料は、必ずクリア・ファイル等で保管すること。 

・理解度確認問題は授業終了後、全問解いた上で、次回授業までに提出のこと。 

・常に探究心を持ち、積極的に授業に取り組むこと。 

・中間試験については、次の授業時間に答案を返却し解説を行います。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 の 要 素 BORT0-06-DP2 ２ 必修 吉島 茂*2 

 

【到達目標】 

（１）自動車を構成している材料について興味を持ち，理解できることを目指す。 

（２）自動車を構成している機械要素について興味を持ち，理解できることを目指す。 

（３）機械製図を読んで理解できることを目指す。 

 

【学習内容】 

自動車を構成している部品は，約１万点以上あるといわれている。これらの構成部品の基本的な自動車の材料と構成要素とについ

て学ぶ。まず，これから２年間学ぶのに必要な基礎事項を確認する。次に自動車に使われている自動車材料を取り上げる。大きく分

けて，金属と非金属，金属は鉄鋼と非鉄金属に分けられる。次に自動車の機械要素としてねじを始めとした JIS で決められている機

械要素について学ぶ。次に機械製図の決まりについて学ぶ。さらに自動車を整備する上で欠かせない整備機器や作業工具なども取り

上げる。以上，大きく分けて４つの項目について，それぞれ学んでもらう。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 基礎用語の確認 
基礎自動車工学 p7-p45，概要実習で学んだ車の全

体構造を，座学として全体を概観する。 
0.0 4.0 

２ 自動車の材料 鉄鋼（鋳鉄，特殊鋳鉄） 
基礎自動車工学 p47-p48，鉄鋼材料の鋳鉄につい

て学ぶ。 
0.0 4.0 

３ 自動車の材料 鉄鋼（炭素鋼，特殊鋼） 
基礎自動車工学 p48-p49，炭素鋼，特殊鋼につい

て学ぶ。 
0.0 4.0 

４ 自動車の材料 鉄鋼（熱処理） 
基礎自動車工学 p49-p50，鉄鋼材料の熱処理及び

表面処理について学ぶ。 
0.0 4.0 

５ 自動車の材料 非鉄金属 
基礎自動車工学 p50，銅及びアルミニウム合金に

ついて学ぶ。 
0.0 4.0 

６ 自動車の材料 非鉄金属及び非金属 
基礎自動車工学 p51-p52，亜鉛，錫，鉛，焼結合

金ゴム，ガラス，セラミックスについて学ぶ。 
0.0 4.0 

７ 自動車の材料 合成樹脂 
基礎自動車工学 p53-p54，合成樹脂と複合材，塗

料について学ぶ。 
0.0 4.0 

８ 自動車の機械要素 ねじ 
基礎自動車工学 p55，メートルねじとユニファイ

ねじ，並目ねじと細目ねじについて学ぶ。 
0.0 4.0 

９ 自動車の機械要素 ボルト，ナット 
基礎自動車工学 p56-p57，ボルト，ナットについ

て学ぶ。 
0.0 4.0 

10 
自動車の機械要素 スプリング及びベ

アリング 

基礎自動車工学 p58-p60，スプリングとベアリン

グについて学ぶ。 
0.0 4.0 

11 
自動車の機械要素 ギヤ，ベルト，チェ

ーン 

基礎自動車工学 p60-p64，ギヤ，ベルト，チェー

ンについて学ぶ。 
0.0 4.0 

12 燃料及び基礎的な原理･法則の熱 
基礎自動車工学 p65-p70，燃料及び熱について学

ぶ。 
0.0 4.0 

13 
基礎的な原理･法則 力，速度，仕事，圧

力及び自動車の諸元 

基礎自動車工学 p71-p79，p93-p98，力，速度，仕

事，圧力，自動車の諸元について学ぶ。 
0.0 4.0 

14 機械製図 
二級講習用製図編p6-p10 機械製図の基礎につい

て学ぶ。 
0.0 4.0 

15 機械製図及び自動車の基礎整備作業 

二級講習用製図編 p10-p27，基礎自動車整備作業

p43-p54 機械製図の基礎と整備作業の基礎を学

ぶ。 

0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・毎週授業の重点を確認するための課題を出し，提出なき場合には減点とする。 

・原則として中間試験結果の 40％と定期試験結果の 60％の合計と受講態度で評価を行う。 

 

【教科書・配付資料】 

・基礎自動車工学    日本自動車整備振興会連合会 

・基礎自動車整備作業  日本自動車整備振興会連合会 

・二級講習用製図編    日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・新版自動車用語辞典  大須賀和美編著  精文館 

 

【オフィスアワー】 

・水曜日 16:15～17:00 1 号館２階第 1研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・毎週課題を出し、次週に回収チェックを行う。課題の中から、中間、定期試験の問題を作成し、テストを行う。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 の 要 素 BORT0-06-DP2 ２ 必修 吉島 茂*2 

 

【到達目標】 

（１）自動車を構成している材料について興味を持ち，理解できることを目指す。 

（２）自動車を構成している機械要素について興味を持ち，理解できることを目指す。 

（３）機械製図を読んで理解できることを目指す。 

 

【学習内容】 

自動車を構成している部品は，約１万点以上あるといわれている。これらの構成部品の基本的な自動車の材料と構成要素とについ

て学ぶ。まず，これから２年間学ぶのに必要な基礎事項を確認する。次に自動車に使われている自動車材料を取り上げる。大きく分

けて，金属と非金属，金属は鉄鋼と非鉄金属に分けられる。次に自動車の機械要素としてねじを始めとした JIS で決められている機

械要素について学ぶ。次に機械製図の決まりについて学ぶ。さらに自動車を整備する上で欠かせない整備機器や作業工具なども取り

上げる。以上，大きく分けて４つの項目について，それぞれ学んでもらう。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 基礎用語の確認 
基礎自動車工学 p7-p45，概要実習で学んだ車の全

体構造を，座学として全体を概観する。 
0.0 4.0 

２ 自動車の材料 鉄鋼（鋳鉄，特殊鋳鉄） 
基礎自動車工学 p47-p48，鉄鋼材料の鋳鉄につい

て学ぶ。 
0.0 4.0 

３ 自動車の材料 鉄鋼（炭素鋼，特殊鋼） 
基礎自動車工学 p48-p49，炭素鋼，特殊鋼につい

て学ぶ。 
0.0 4.0 

４ 自動車の材料 鉄鋼（熱処理） 
基礎自動車工学 p49-p50，鉄鋼材料の熱処理及び

表面処理について学ぶ。 
0.0 4.0 

５ 自動車の材料 非鉄金属 
基礎自動車工学 p50，銅及びアルミニウム合金に

ついて学ぶ。 
0.0 4.0 

６ 自動車の材料 非鉄金属及び非金属 
基礎自動車工学 p51-p52，亜鉛，錫，鉛，焼結合

金ゴム，ガラス，セラミックスについて学ぶ。 
0.0 4.0 

７ 自動車の材料 合成樹脂 
基礎自動車工学 p53-p54，合成樹脂と複合材，塗

料について学ぶ。 
0.0 4.0 

８ 自動車の機械要素 ねじ 
基礎自動車工学 p55，メートルねじとユニファイ

ねじ，並目ねじと細目ねじについて学ぶ。 
0.0 4.0 

９ 自動車の機械要素 ボルト，ナット 
基礎自動車工学 p56-p57，ボルト，ナットについ

て学ぶ。 
0.0 4.0 

10 
自動車の機械要素 スプリング及びベ

アリング 

基礎自動車工学 p58-p60，スプリングとベアリン

グについて学ぶ。 
0.0 4.0 

11 
自動車の機械要素 ギヤ，ベルト，チェ

ーン 

基礎自動車工学 p60-p64，ギヤ，ベルト，チェー

ンについて学ぶ。 
0.0 4.0 

12 燃料及び基礎的な原理･法則の熱 
基礎自動車工学 p65-p70，燃料及び熱について学

ぶ。 
0.0 4.0 

13 
基礎的な原理･法則 力，速度，仕事，圧

力及び自動車の諸元 

基礎自動車工学 p71-p79，p93-p98，力，速度，仕

事，圧力，自動車の諸元について学ぶ。 
0.0 4.0 

14 機械製図 
二級講習用製図編p6-p10 機械製図の基礎につい

て学ぶ。 
0.0 4.0 

15 機械製図及び自動車の基礎整備作業 

二級講習用製図編 p10-p27，基礎自動車整備作業

p43-p54 機械製図の基礎と整備作業の基礎を学

ぶ。 

0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・毎週授業の重点を確認するための課題を出し，提出なき場合には減点とする。 

・原則として中間試験結果の 40％と定期試験結果の 60％の合計と受講態度で評価を行う。 

 

【教科書・配付資料】 

・基礎自動車工学    日本自動車整備振興会連合会 

・基礎自動車整備作業  日本自動車整備振興会連合会 

・二級講習用製図編    日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・新版自動車用語辞典  大須賀和美編著  精文館 

 

【オフィスアワー】 

・水曜日 16:15～17:00 1 号館２階第 1研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・毎週課題を出し、次週に回収チェックを行う。課題の中から、中間、定期試験の問題を作成し、テストを行う。 

菅沼義一*1　山田茂樹*1
伊藤厚生*3　大坪嵩彬*2
田 哲也*2
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 験 実 習 

電 装 
BLRE1-03-DP3 ２ 必修 野尻 賢一*1 

 

【到達目標】 

（１）自動車の電気装置について理解する。 

（２）自動車の電気回路について理解する。 

（３）自動車電装の整備技術を身に付ける。 

 

【学習内容】 

最近の自動車は、エレクトロニクスの進歩に伴い自動車の全般が電子制御化されている。自動車電装といっても、エンジン電装で

あるスパーク・プラグから室内電装のカー・オーディオまで幅広い。そこで、実験実習電装では、「バッテリ」をはじめエンジン電装

である「始動装置」、「充電装置」、「点火装置」の構造・機能を実際の部品と回路図を元に理解度を高めていきたい。 

また、サーキット・テスタ、オシロ・スコープ、故障診断機などの機器を使用し、波形なども目で確認しながら、エンジン電装の

基礎知識と保守・整備の基礎技術の習得を目指していく。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス  0.0 0.0 

２ ガイダンス  0.0 0.0 

３ サーキット・テスタの使用方法、注意点 
サーキット・テスタの取り扱い説明書、配付資料

を確認する。 
0.0 1.0 

４ サーキット・テスタの性能点検 測定結果記入プリントを確認する。 0.0 1.0 

５ サーキット・テスタでの測定 電圧、電流、抵抗を理解する。 0.0 1.0 

６ サーキット・テスタでの測定 
測定結果を確認し、サーキット・テスタのレンジ・

スイッチを確実に選択できるようになる。 
0.0 1.0 

７ バッテリの概要、機能 
実験実習電装 p.2 

バッテリの構造を確認する。 
0.0 1.0 

８ バッテリの構造、測定 
実験実習電装 pp.3-10 

電圧、比重、放電量、充電電圧を確認する。 
0.0 1.0 

９ 
始動装置 スタータ・モータの概要、構

造、機能 

実験実習電装 p.11 

スタータ・モータの役割を確認する。 
0.0 1.0 

10 スタータ・モータの分解、名称 
実験実習電装 pp.20-22 

スタータ・モータの部品名称を確認する。 
0.0 1.0 

11 スタータ・モータの点検、組み付け 
実験実習電装 p.18 

回路図を元に導通試験、絶縁試験を確認する。 
0.0 1.0 

12 
スタータ・モータの回路図の見方、電気

的な点検 

実験実習電装 pp.23-35  

吸引・保持試験を確認する。  
0.0 1.0 

13 
リダクション式スタータの概要、構造、

機能 

実験実習電装 pp.36-40 

リダクション式スタータの特徴を確認する。 
0.0 1.0 

14 リダクション式スタータの分解 
実験実習電装 p.41 

リダクション式スタータの部品名称を確認する。 
0.0 1.0 

15 リダクション式スタータの点検、測定 
実験実習電装 p.42 

無負荷試験を確認する。 
0.0 1.0 

16 
リダクション式スタータの点検、修正、

組み付け 

実験実習電装 pp.42-44 

始動不良の原因を確認する。 
0.0 1.0 

17 
充電装置 オルタネータの概要、構造、

機能 

実験実習電装 pp.45-46 

オルタネータの役割を確認する。 
0.0 1.0 

18 オルタネータの分解、名称 
実験実習電装 pp.47-49 

オルタネータの部品名称を確認する。 
0.0 1.0 

19 オルタネータの点検、修正、組み付け 
実験実習電装 pp.47-49 

断線試験、短絡試験を確認する。 
0.0 1.0 

20 
オルタネータの回路図の見方、電気的な

点検 

実験実習電装 pp.48-49 

回路図を元にダイオードの特性を確認する。 
0.0 1.0 

21 半導体の特性 半導体の特性を確認する。 0.0 1.0 

22 
ＩＣ式ボルテージ・レギュレータの構

造、機能、回路図の見方 

実験実習電装 pp.56-60 

回路図及び電気の流れ方を確認する。 
0.0 1.0 

23 ＩＣ式ボルテージ・レギュレータの点検 
実験実習電装 pp.61-62 

ＩＣレギュレータの作動点検を確認する。 
0.0 1.0 

24 オシロ・スコープの使用方法、注意点 
実験実習電装 pp.124-132 

オシロ・スコープの使用方法を確認する。 
0.0 1.0 

25 
低周波発振器の取り扱い、周波数の求め

方 

実験実習電装 pp.133-134 

波形の周波数の求め方を確認する。 
0.0 1.0 

26 
オシロ・スコープでのＩＣレギュレータ

の点検 

実験実習電装 pp.63-66 

ＩＣレギュレータの点検方法を確認する。 
0.0 1.0 

27 
オシロ・スコープでのＩＣレギュレータ

の点検 

実験実習電装 pp.63-66 

ＩＣレギュレータの点検方法を確認する。 
0.0 1.0 
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　整備士資格を習得するにあたり、自動車工学の知識を習得するのは当然のことですが、その前知識として機械の素材の知識、加

工技術を習得することが本実習の内容である。金属の手仕上げによる鏡面加工技術、ガス溶接、アーク溶接、半自動溶接、ガス溶

断作業などの基礎知識及び安全に取り扱うための正しい知識を習得し実際の作業を体得します。

　前半では、やすり、弓のこ等の基礎知識の習得のため文鎮の手仕上げ作業を行います。また、溶接作業の基礎を習得します。後

半では、ガス溶接において平鉄５枚を使用して水槽の作成を行います。また、ロータリ・エンジンの分解、点検及び組み付けを行

うことにより、各測定器を使用して速やかに正しい測定値が出せるように実習を行います。
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

モータースポーツ特論 

（ 四 輪 部 門 ） 
CPSC0-04-DP2 １ 選択 下洞 智志*1 

 

【到達目標】 

（１）モータースポーツという視点から自動車産業を理解する。 

（２）レース用車両と一般車両の違いについて理解する。 

（３）レースの仕組みと規則、サーキットの構造について理解する。 

 

【学習内容】 

モータースポーツ特論（四輪部門）は、モータースポーツを介してクルマの面白さや楽しさを学ぶ授業です。教室での講義以外に

課外授業として鈴鹿サーキットにてスーパー・フォーミュラ（SF）の研修を行う予定です。 
SF のマシンは、2014 度より直噴 4 気筒ターボエンジン搭載となり、排気量は 2000cc に変更されました（SUPER GT・GT500 と基

本設計は同一）。シャシも一新し、ダラーラ社 SF14 になりました。さらに、2019 年は、新型車両ダラーラ社 SF19 が登場しました。 
2009 年、鈴鹿サーキットは約 40 年ぶりにリニューアルされました。この研修では、ピット真上の 3 階に新設された「ホスピタリ

ティ・テラス」での観戦となりますので、各チームのピット作業を真上から見学できます（パドック・パス、ピット・ウォーク付き）。 
観戦に加えて、ピットにおけるフォーミュラ・カーの整備等の見学（パドック・ツアー）を行う予定です。過去には、

NAKAJIMARACING（チーム監督：中嶋悟）等を訪問しました。 
当日は、SF 以外にも、他のレース、イベント等が同時に開催される予定です。 
SF の研修・観戦の費用は実費となります。申し込み方法などの詳細については、新入生のオリエンテーションの時に説明します。

また、学生ホールの掲示も参照して下さい。 
 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ スーパー・フォーミュラ・マシン講座Ⅰ レース用車両の構造 1.5 1.5 

２ スーパー・フォーミュラ・マシン講座Ⅱ レース車両のレギュレーション 1.5 1.5 

３ 現地での研修、観戦Ⅰ 写真等の撮影等 0.0 4.0 

４ 現地での研修、観戦Ⅱ  写真等の撮影等 0.0 4.0 

５ 現地での研修、観戦Ⅲ 写真等の撮影等 0.0 4.0 

６ 現地での研修、観戦Ⅳ 写真等の撮影等 0.0 4.0 

７ 現地での研修、観戦Ⅴ 写真等の撮影等 0.0 4.0 

８ 
スーパー・フォーミュラ競技のまとめと

レポート作成要領の説明 

鈴鹿サーキットでのレースを思い出してレポート

の作成をする。 
0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・講義の受講態度、研修、観戦時の態度と、レポートにて総合的に評価します。スーパー・フォーミュラの研修・観戦のみ参加も可能

ですが、単位認定は行われません。 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しません。 

 

【参考書】 

・ガイドブック等を資料として配付します。 

 

【オフィスアワー】 

・水～金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカル・センター２階研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・日頃より雑誌などのモータースポーツ関連の記事に興味を持って読んでおくと良いと思います。また、1 年次前期のエンジン、シャ

シに関する講義を理解しておいてください。 

・レポート課題は確認後、返却します。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

モータースポーツ特論 

（ 四 輪 部 門 ） 
CPSC0-04-DP2 １ 選択 下洞 智志*1 

 

【到達目標】 

（１）モータースポーツという視点から自動車産業を理解する。 

（２）レース用車両と一般車両の違いについて理解する。 

（３）レースの仕組みと規則、サーキットの構造について理解する。 

 

【学習内容】 

モータースポーツ特論（四輪部門）は、モータースポーツを介してクルマの面白さや楽しさを学ぶ授業です。教室での講義以外に

課外授業として鈴鹿サーキットにてスーパー・フォーミュラ（SF）の研修を行う予定です。 
SF のマシンは、2014 度より直噴 4 気筒ターボエンジン搭載となり、排気量は 2000cc に変更されました（SUPER GT・GT500 と基

本設計は同一）。シャシも一新し、ダラーラ社 SF14 になりました。さらに、2019 年は、新型車両ダラーラ社 SF19 が登場しました。 
2009 年、鈴鹿サーキットは約 40 年ぶりにリニューアルされました。この研修では、ピット真上の 3 階に新設された「ホスピタリ

ティ・テラス」での観戦となりますので、各チームのピット作業を真上から見学できます（パドック・パス、ピット・ウォーク付き）。 
観戦に加えて、ピットにおけるフォーミュラ・カーの整備等の見学（パドック・ツアー）を行う予定です。過去には、

NAKAJIMARACING（チーム監督：中嶋悟）等を訪問しました。 
当日は、SF 以外にも、他のレース、イベント等が同時に開催される予定です。 
SF の研修・観戦の費用は実費となります。申し込み方法などの詳細については、新入生のオリエンテーションの時に説明します。

また、学生ホールの掲示も参照して下さい。 
 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ スーパー・フォーミュラ・マシン講座Ⅰ レース用車両の構造 1.5 1.5 

２ スーパー・フォーミュラ・マシン講座Ⅱ レース車両のレギュレーション 1.5 1.5 

３ 現地での研修、観戦Ⅰ 写真等の撮影等 0.0 4.0 

４ 現地での研修、観戦Ⅱ  写真等の撮影等 0.0 4.0 

５ 現地での研修、観戦Ⅲ 写真等の撮影等 0.0 4.0 

６ 現地での研修、観戦Ⅳ 写真等の撮影等 0.0 4.0 

７ 現地での研修、観戦Ⅴ 写真等の撮影等 0.0 4.0 

８ 
スーパー・フォーミュラ競技のまとめと

レポート作成要領の説明 

鈴鹿サーキットでのレースを思い出してレポート

の作成をする。 
0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・講義の受講態度、研修、観戦時の態度と、レポートにて総合的に評価します。スーパー・フォーミュラの研修・観戦のみ参加も可能

ですが、単位認定は行われません。 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しません。 

 

【参考書】 

・ガイドブック等を資料として配付します。 

 

【オフィスアワー】 

・水～金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカル・センター２階研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・日頃より雑誌などのモータースポーツ関連の記事に興味を持って読んでおくと良いと思います。また、1 年次前期のエンジン、シャ

シに関する講義を理解しておいてください。 

・レポート課題は確認後、返却します。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

車 体 整 備 CYSG1-11-DP2 1 選択 

菅沼 義一*1 

前田  茂*1 

舘  成哲*1 

 

【到達目標】 

（１）ソリッド・カラーのブロック塗装が新車時の塗膜と同じようにできる。 

（２）メタリック・カラーのブロック塗装が新車時の塗膜と同じようにできる。 

（３）事故車両の見積書の作成ができる。 

 

【学習内容】 

塗料の塗装・硬化には、溶剤蒸発型と反応型がある。溶剤蒸発型は溶剤やシンナーが蒸発するだけで乾燥硬化する。また、反応型は

溶剤やシンナーが蒸発すると共に樹脂が化学反応を起こして乾燥する。本演習では、反応型（二液重合型）塗料を使用して塗料と塗装

の目的、基礎知識を理解した上で小ダメージを受けたパネルを使用して、下地処理工程とスプレーガンを使用してソリッド・カラー及

びメタリック・カラーの塗装工程を習得する。 

また、事故車の見積りでは、見積り作業の基礎と実際の事故車を使用して板金・塗装の見積りをコンピュータにて行います。 

 

【授業計画】 

回数 授業内容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 下地処理工程Ⅰ ドア・パネルを使用しての足付け作業を確認する。 0.0 1.0 

２ 下地処理工程Ⅱ 
ドア・パネルを使用してのプライマー・サフェー

サーの塗装作業を確認する。 
0.0 1.0 

３ 下地処理工程Ⅲ 

ドア・パネルを使用してのプライマー・サフェー

サーの足つけ作業とラッカ・パテ盛り作業を確認

する。 

0.0 1.0 

４ ソリッド・カラーの調色及び微調色 
計量器を使用してのソリッド・カラーの調色、棒

塗り及び微調色作業を確認する。 
0.0 1.0 

５ ソリッド・カラーのブロック塗装 
ドア・パネルを使用してのソリッド・カラーのブ

ロック塗装作業を確認する。 
0.0 1.0 

６ メタリック・カラーの調色及び微調色 
計量器を使用してのメタリック・カラーの調色、

棒塗り及び微調色作業を確認する。 
0.0 1.0 

７ メタリック・カラーのブロック塗装 
ドア・パネルを使用してのメタリック・カラーの

ブロック塗装作業を確認する。 
0.0 1.0 

８ 磨き工程 

コンパウンド（粗め、中目、細め、超微粒子、仕

上げ用）を使用しての磨き工程手順作業を確認す

る。 

0.0 1.0 

９ 塗装時、塗装後のトラブル処理 
ドア・パネルを使用しての塗装時と塗装後のトラ

ブル処理工程を確認する。 
0.0 1.0 

10 事故車見積りの概要 事故見積りの注意事項を確認する 0.0 1.0 

11 
事故車の板金修理見積りの手順と注意

事項 

事故車の板金修理見積りの流れ、手順、見積りソ

フトの使い方を確認する。 
0.0 1.0 

12 
板金修理後の塗装見積りの手順と注意

事項 

事故車の塗装見積りの流れ、手順、見積りソフト

の使い方を確認する。 
0.0 1.0 

13 部品交換の見積りの手順と注意事項 
事故車の部品交換の流れ、手順、見積りソフトの

使い方を確認する。 
0.0 1.0 

14 実車両の板金塗装の見積りⅠ 実車見積りの注意事項、流れ、手順を確認する。 0.0 1.0 

15 実車両の板金塗装の見積りⅡ 実車見積りの注意事項、流れ、手順を確認する。 0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・下地処理、塗装等：レポートの内容及び受講態度により評価する。 

・車両見積り   ：実車両にて事故車の見積りを行い、その内容により評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しない。プリントを配付する。 

 

【参考書】 

・「NAX 自動車補修テキスト」 日本ペイント 

・「THE 塗装」 リペアテック出版 

 

【オフィスアワー】 

・木、金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカル・センター２階研究室 

※会議や出張などで不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・配付されたプリントの再配付は原則として行わない。紛失しないように注意すること。 

・レポートは添削して返却する。 
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　自動車のエンジンは、ガソリンや軽油といった化石燃料を使い、排気ガスを出す。排気ガスには、二酸化炭素のような地球温暖

化をもたらす温室効果ガスのみならず、酸性雨や大気汚染・健康被害の原因とされる窒素酸化物や粒子状物質（PM）などさまざま

な有害な物質が含まれる。また、交通渋滞や騒音・振動なども大きな問題である。自動車は便利だが、同時に環境を破壊している

わけである。走行時のみならず、製造から廃棄までトータルでみたとき、自動車が環境にどの程度の負荷をかけているのかも考え

なければならない。

　政府は2030年代半ばにガソリン車の新車販売を禁止する方針を打ち出した。確かに、電動車（ハイブリッド車や電気自動車な

ど）は環境問題に対する１つの回答である。とはいえ、そういった技術的な対応だけで問題がすべて解決するのかといえば、そう

単純な話でもない。この講義では、炭素税などの経済的な手段によって人々の行動を変えることで自動車の問題も含め環境破壊を

小さくしていけることを明らかにしていく。

・定期試験の成績を40％、Google Classroomで提出するレポート課題45％、受講態度を15％として総合的に判定する。受講態度と

してネガティヴな評価につながるのは、遅刻・居眠り・私語など。

・授業の際に質疑応答の時間を設ける。質問はメールでも受け付ける。定期試験終了後、解答例や得点の分布などをGoogle Classroom

　にて公表する。
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　自動車のエンジンは、ガソリンや軽油といった化石燃料を使い、排気ガスを出す。排気ガスには、二酸化炭素のような地球温暖

化をもたらす温室効果ガスのみならず、酸性雨や大気汚染・健康被害の原因とされる窒素酸化物や粒子状物質（PM）などさまざま

な有害な物質が含まれる。また、交通渋滞や騒音・振動なども大きな問題である。自動車は便利だが、同時に環境を破壊している

わけである。走行時のみならず、製造から廃棄までトータルでみたとき、自動車が環境にどの程度の負荷をかけているのかも考え

なければならない。

　政府は2030年代半ばにガソリン車の新車販売を禁止する方針を打ち出した。確かに、電動車（ハイブリッド車や電気自動車な

ど）は環境問題に対する１つの回答である。とはいえ、そういった技術的な対応だけで問題がすべて解決するのかといえば、そう

単純な話でもない。この講義では、炭素税などの経済的な手段によって人々の行動を変えることで自動車の問題も含め環境破壊を

小さくしていけることを明らかにしていく。

・定期試験の成績を40％、Google Classroomで提出するレポート課題45％、受講態度を15％として総合的に判定する。受講態度と

してネガティヴな評価につながるのは、遅刻・居眠り・私語など。

・授業の際に質疑応答の時間を設ける。質問はメールでも受け付ける。定期試験終了後、解答例や得点の分布などをGoogle Classroom

　にて公表する。

　「安かろう悪かろう」という言葉は，戦前の日本の工業製品を一口で言い表した表現である。こう言われた日本が，今や世界中

で，「品質の日本」と呼ばれるまでになったのは，戦後アメリカから品質管理の考え方とその手法を学び，日本独自の方法と考え

方により工業製品に取り入れていった結果である。特に，工業製品の中でも日本の自動車は，世界中のあらゆる国から賞賛される

品質を誇っている。こうした品質管理の考え方は，就職して職場に入り，実際の製品と向き合わないと理解できない事柄が数多く

ある。しかし，品質管理の手法（ＱＣ手法，Quality Control）は，職場に入るとまとまった勉強時間を取ることが難しく，学生時

代に身につけておくと役に立つ道具となる。また，こうした知識は，広く，製造現場から事務の仕事に至るまで，幅広く仕事に使

える道具として一生の財産とすることができる。こうした道具を使いこなせるようになることを目標に学んでいただきたい。
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

損 害 保 険 論 DXST1-01-DP4 ２ 選択 桑山 昌己 

 

【到達目標】 

（１）保険の全体像を理解する。 

（２）損害保険の仕組を理解する。 

（３）自動車保険の詳細を理解する。 

 

【学習内容】 

生命保険、火災保険、自動車保険などなど、今日、保険というものと無縁で暮らすことは考え難いほどになっている。また、生命

保険会社の破綻など考えもつかなかった事件が世間の耳目を集めている。こうした現状を踏まえ、本講座では、保険というものの成

り立ちから、その意義、そして、それを支える理論といった本質論的なものから、保険運用の実際、そして更にはその問題点までと

いった実務的なものに至るまでを体系的に講義して行く。 

なお、本講座は損害保険募集人（基礎単位）試験合格のための内容を多く含む。同資格を取得しようとする学生は必ず受講するこ

と。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 保険とは何か？Ⅰ 意義、必要性 0.0 4.0 

２ 保険とは何か？Ⅱ 種類、分類 0.0 4.0 

３ 保険の歴史Ⅰ 欧米編（英国） 0.0 4.0 

４ 保険の歴史Ⅱ 欧米編（ドイツ） 0.0 4.0 

５ 保険の歴史Ⅲ 
日本編（保険が輸入されるまでのわが国の危険へ

の対応） 
0.0 4.0 

６ 保険の歴史Ⅳ 日本編（保険が輸入されてからのわが国） 0.0 4.0 

７ 保険の種類 生命保険、損害保険、共済などの概略 0.0 4.0 

８ 生命保険 内容の詳細 0.0 4.0 

９ 火災保険 内容の詳細 0.0 4.0 

10 自動車保険Ⅰ 強制保険 0.0 4.0 

11 自動車保険Ⅱ 任意保険Ⅰ 0.0 4.0 

12 自動車保険Ⅲ 任意保険Ⅱ 0.0 4.0 

13 ケガや病気に備える保険 内容の詳細 0.0 4.0 

14 損害保険募集人試験対策Ⅰ 総論 0.0 4.0 

15 損害保険募集人試験対策Ⅱ 各論（各種損害保険） 0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・定期試験＝80％、受講態度＝20％ 

 

【教科書・配付資料】 

・「損害保険募集人試験（基礎単位）テキスト」を無償で配付する。 

 

【参考書】 

・特に使用しない。 

 

【オフィスアワー】 

・毎週水曜日 16 時 15 分～17 時 1 号館 2階第２研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・大学に入学して初めて学ぶ全く新しい分野なので、特に準備学修は求めないが、その分、復習をしっかり行うこと。また、自己およ

び親族の所有するクルマの車検証、強制・任意保険証のコピーをとり、手元に保管して精読すること。 

・講義終了後、質疑応答を行う。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自動車メーカー技術論 DKRT0-04-DP4 ２ 必修 伊藤 厚生*3 

 

【到達目標】 

（１）自動車産業界および自動車整備職についての理解を深める。 

（２）各自動車メーカーの特徴と新技術を理解する。 

（３）就職活動の進め方を理解し、自己啓発を行う。 

 

【学習内容】 

自動車整備士を志す学生のほとんどは、当然ながら卒業後は自動車関連企業に就職する。しかしながら自動車運転免許証を取得し

て日が浅い、あるいは自家用車を所有していないなど、在学中の自動車業界との接点は多くない。このように業界をよく理解できて

いない状況での就職活動は極力避けたい。 

そこで本講義では、自動車メーカー13 社（トヨタ、日産、三菱、マツダ、いすゞ、ＵＤトラック、日野、スバル、ホンダ、ダイハ

ツ、スズキ、メルセデス、ＢＭＷ）の協力のもと技術セミナーを開催し、各社の特徴・車種・新技術・教育制度・資格制度・求める

人材像を明らかにする。あわせて本学より就職活動の進め方（手順・時期）を説明し、社会人素養を身につけるよう自己啓発を促す。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ オリエンテーション 自動車産業界および自動車整備職を理解する 2.0 2.0 

２ 技術セミナー（自動車メーカー１） 
メーカー１の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

３ 技術セミナー（自動車メーカー２） 
メーカー２の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

４ 技術セミナー（自動車メーカー３） 
メーカー３の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

５ 技術セミナー（自動車メーカー４） 
メーカー４の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

６ 技術セミナー（自動車メーカー５） 
メーカー５の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

７ 技術セミナー（自動車メーカー６） 
メーカー６の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

８ 技術セミナー（自動車メーカー７） 
メーカー７の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

９ 技術セミナー（自動車メーカー８） 
メーカー８の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

10 技術セミナー（自動車メーカー９） 
メーカー９の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

11 技術セミナー（自動車メーカー10） 
メーカー10 の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

12 技術セミナー（自動車メーカー11） 
メーカー11 の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

13 技術セミナー（自動車メーカー12） 
メーカー12 の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

14 技術セミナー（自動車メーカー13） 
メーカー13 の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

15 就職セミナーおよび就職ガイダンス 
自己の就職活動の進め方を理解し、自己啓発を行

う 
2.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・定期試験、受講姿勢を総合的に評価する。受講姿勢とは、身なり・聴講態度のことで、問題がある場合は減点をします。 

・実車を展示しての説明も行うので、大勢に埋もれず積極的に知識の吸収に務める姿勢も聴講態度の評価に含みます。 

 

【教科書・配付資料】 

・大学配付資料 

・各社配付資料 

 

【参考書】 

・特に必要としない。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 16:15～17:00 1 号館 2 階第 7 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・新聞・雑誌やインターネットを活用し、日頃から自動車に関するニュースを把握するように務めること。 

・就職活動に向け、社会人に必要な素養をいち早く身につけられるよう、自分を見つめ直し日々規則正しい生活を送ること。 

・試験結果については、答案の返却その他の方法でフィードバックを行う。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自動車メーカー技術論 DKRT0-04-DP4 ２ 必修 伊藤 厚生*3 

 

【到達目標】 

（１）自動車産業界および自動車整備職についての理解を深める。 

（２）各自動車メーカーの特徴と新技術を理解する。 

（３）就職活動の進め方を理解し、自己啓発を行う。 

 

【学習内容】 

自動車整備士を志す学生のほとんどは、当然ながら卒業後は自動車関連企業に就職する。しかしながら自動車運転免許証を取得し

て日が浅い、あるいは自家用車を所有していないなど、在学中の自動車業界との接点は多くない。このように業界をよく理解できて

いない状況での就職活動は極力避けたい。 

そこで本講義では、自動車メーカー13 社（トヨタ、日産、三菱、マツダ、いすゞ、ＵＤトラック、日野、スバル、ホンダ、ダイハ

ツ、スズキ、メルセデス、ＢＭＷ）の協力のもと技術セミナーを開催し、各社の特徴・車種・新技術・教育制度・資格制度・求める

人材像を明らかにする。あわせて本学より就職活動の進め方（手順・時期）を説明し、社会人素養を身につけるよう自己啓発を促す。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ オリエンテーション 自動車産業界および自動車整備職を理解する 2.0 2.0 

２ 技術セミナー（自動車メーカー１） 
メーカー１の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

３ 技術セミナー（自動車メーカー２） 
メーカー２の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

４ 技術セミナー（自動車メーカー３） 
メーカー３の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

５ 技術セミナー（自動車メーカー４） 
メーカー４の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

６ 技術セミナー（自動車メーカー５） 
メーカー５の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

７ 技術セミナー（自動車メーカー６） 
メーカー６の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

８ 技術セミナー（自動車メーカー７） 
メーカー７の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

９ 技術セミナー（自動車メーカー８） 
メーカー８の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

10 技術セミナー（自動車メーカー９） 
メーカー９の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

11 技術セミナー（自動車メーカー10） 
メーカー10 の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

12 技術セミナー（自動車メーカー11） 
メーカー11 の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

13 技術セミナー（自動車メーカー12） 
メーカー12 の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

14 技術セミナー（自動車メーカー13） 
メーカー13 の特徴・車種・新技術・教育制度・資

格制度・求める人材像を理解する 
2.0 2.0 

15 就職セミナーおよび就職ガイダンス 
自己の就職活動の進め方を理解し、自己啓発を行

う 
2.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・定期試験、受講姿勢を総合的に評価する。受講姿勢とは、身なり・聴講態度のことで、問題がある場合は減点をします。 

・実車を展示しての説明も行うので、大勢に埋もれず積極的に知識の吸収に務める姿勢も聴講態度の評価に含みます。 

 

【教科書・配付資料】 

・大学配付資料 

・各社配付資料 

 

【参考書】 

・特に必要としない。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 16:15～17:00 1 号館 2 階第 7 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・新聞・雑誌やインターネットを活用し、日頃から自動車に関するニュースを把握するように務めること。 

・就職活動に向け、社会人に必要な素養をいち早く身につけられるよう、自分を見つめ直し日々規則正しい生活を送ること。 

・試験結果については、答案の返却その他の方法でフィードバックを行う。 
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　本科目の対象は、原則「ワーキングスタディin 飛騨高山」（通称ワーキング：ホテルに勤務しながら本学で学ぶ制度）の実習生

である。

　なお、就職内定先の企業から企業内研修（各企業が実施する4日間程度の研修。原則無報酬であり、交通費は自己負担）の受け入

れを認められた学生も、本科目のインターンシップの対象者とすることができる。詳細については担当教員に問い合わせること。

・高月璋介著『わかりやすいホテルのサービス実務』柴田書店、宇井洋『帝国ホテル感動のサービス』ダイヤモンド社、川名幸夫

『帝国ホテル伝統のおもてなし』日本能率協会マネジメントセンター、富田昭次『最上のホテル』オータパブリケイションズ、日

本ホテル経営学会編著『［改定］最新ホテル用語辞典』柴田書店、ビル・マービン著『レストランサービスの基礎』柴田書店、林

ひろみ『レストランサービス英会話』柴田書店、荒木美智子『食事のマナーと常識』日東書院
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